「思考の構造」のレビュー(The Stuff of Thought) by Steven Pinker (2008) （2019年改訂レビュー） by Starks, Michael Richard































































































































































































































































































































トで分析された「if p then q」の種類の「グリッチ」の理由の約20年前に説明した。彼は、彼の創立について、彼の
最も頻繁に使用される用語の2つ、彼の最も頻繁に使用される用語の2つ、私たちの精神的な生活のエピフェノメト
リ性と言語、数学、幾何学、音楽、芸術、ゲームの統一の、行動としての性質の現代的な研究について。Wは、論
理的なドメイン一般構造として心を理解しようとすることから、20年代後半に心理的特異なドメイン固有の構造に
変更を加えましたが、カーネマンは2002年にノーベル賞を受賞しました。もちろん、行動科学全体で同様の省略と
理解の欠如に従うだけなので、EEL2をあまりにも非難することはできません。そして、私はロケットエンジンに関
する本の中で古代中国の戦争ロケットに関する情報の欠如について不平を言うかもしれない方法でこれを持ち出す
つもりはありませんが、彼の作品はまだ行動科学ダイヤモンドの事実上未開拓の鉱山であり、私のお金のために、
私が今まで読んだ中で最も爽快で目を開ける散文のいくつかです。彼が書いたほとんどすべてのものは、哲学や心
理学のクラス、そして法律、数学、文学、行動経済学、歴史、政治、人類学、社会学、そしてもちろん言語学の多
くで、補足的なテキストやラボマニュアルとして使用することができます。 
これは私たちをピンカーに戻します。 
 
最後の章では、プラトンの洞窟の有名な比喩を使用して、彼は美しく心(言語、思考、意図的心理学)の概要と本を要
約します - 盲目の利己主義の産物は、私たちの遺伝子のコピーを運ぶ近親者のための自動利他主義によってわずかに
モデレートされた(包括的なフィットネス)-自動的に動作しますが、それにもかかわらず、私たちがその広大な能力
を利用して世界を生きるために私たちに希望を与えることによって、アップビートノートに終わろうとします。私
はこれを非常に疑う(彼の「私たちの自然のより良い天使」の私のレビューを参照してください)。 
 
ピンカーは確かに知っていますが、私たちの心理学についてはるかに多くが含まれているよりも取り残されている
という事実についてはほとんど言いません。取り残されたり、最小限の注意を払われたりする人間性への窓の中に
は、数学と幾何学、音楽と音、画像、出来事、因果関係があります。 オントロジー(物事のクラス)、性質(信じる、
思考、判断、意図など)、および行動、神経伝達物質およびエンテオゲン、精神的状態(例えば、サトリと啓蒙、脳刺
激および記録、脳損傷および行動の欠陥および障害、ゲームとスポーツ、決定理論(ゲーム理論と行動経済学を含む)
、動物行動(非常に遺伝的な言語を含む)、動物の行動(非常に遺伝的な言語を含む)これらの各分野の意図的心理学に
ついて、多くの本が書かれています。この本のデータは説明であり、なぜ私たちの脳がこのようにそれを行うのか
、どのように行われるのかを示す説明ではありません。文章をさまざまな方法で使用するには、どのように知って
いますか(つまり、その意味をすべて知っている)。これは、ヴィトゲンシュタインが最も活発なレベルである、より
基本的なレベルで動作する進化心理学です。 そして、言語を理解するために重要であり、ヴィトゲンシュタインが
主要なパイオニアであった文脈に対する注目は非常に高い。 
 
ここで言及されていない無数の本の中には、数学と音楽「音楽のトポス」の類似性を調査するゲリーノ・マッツォ
ーラの優れたトーム、シュルンの素晴らしい作品は、精神化学物質「フィカル」と「ティカル」で心を探っていま
す。他の多くは、ロット「信念改訂」、ガーデンフォー様々な本、そしてもちろん on論理(哲学論理の20ほどのVol
ハンドブック)だけでなく、驚くべきDov Gabbayによって編集または書かれた他の多くの(例えば、「時間論理」)など
の幾何学的または数学的手段で精神的機能を表そうとします。再空間言語-宇宙の心理学、言語または哲学に関する
多数のボリュームの、最近の「空間論理のハンドブック」(特に楽しいのは時空のチャップ11とヴァルジの最後のチ
ャップです)が際立っています。要するに、これらの論理的、幾何学的、数学的な作品は、私たちの生来の公理心理
学の延長,であり、私たちの考え(モジュール、テンプレート、推論エンジン)の「形」または「形」または「機能」
に関する方程式やグラフィックスに示,すので、動物の形やおそらくコンピュータの形(ここで何が関連するのかを考
える必要があります)。!そしてもちろん.ヴィトゲンシュタインのすべての作品は、 in彼が時々最も基本的な言語学的
または思考と知覚の哺乳類の前のレベルについて話していることを心に留めておきます。もちろん,、AI、ロボット
ナビゲーション、画像処理に関する多くの本は、私たちの心理を模倣しなければならないので、関連しています。
顔認識は私たちの最も印象的な能力の一つであり(甲殻類でさえそれを行うことができますが)、私が知っている最高
の最近の作品は「顔認識のハンドブック」です。空間/時間に関する数多くの本のうち、クラインの「言語と時間」
やマクルーアの「時間の哲学」から始めることができます。スミスの「言語と時間」、ホーリーの「物事が持続す
る方法」、サイダーの「四次元主義」、ラドローの「意味論、時制と時間」、デイントンの「時間と空間」と「意
識の団結」、ディークの「時空のオントロジー」、サッティの「時間の言語と現実」。しかし、ルパート,・リード
が詳述しているように、ここでの言語ゲームはすべて絡み合っており、of 時間の議論のほとんどは絶望的に支離滅
裂です。 
 
また、サールや他の人の記事との関連性の多くをカバーする良いが、今日付の本は、ヴァンダーヴェーケンの「論
理、思考と行動」です。 
 
 
 
